は 心中と いうと ころへ 落ち行く のが、 ありあ りと わか 

リま， ^9 

「それで は、 お前」 

「真さん、 わたし は、 もう 覚悟 をき めました」 

「済まぬ、 済まぬ、 お前に は 済み ませぬ」 

「いいえ」 

「この 世の 納めの 盃」 

また ここで 話が 途切れて、 暫 らく は 啜り 泣きの 声。 

「さあ、 お前、 書き 遺す こと はない か」 

「はい、 実家へ 宛て、 一 筆」 

「落着いて、 見苦しから ぬよう にな」 



ござんした。 おお、 あの、 遺書 もちやん として ありま 

した、 昨晩のう ちに 認 めて おいた ものと 見えて、 お 室 

の 床の間に 二通 並べ て ありました」 

「遺書に はなん と 書いて あ つた」 

「お 役人 衆が おいでになり、 手前 共 主人 も 立 合い まし 

て、 封 を 切って 見ます ると、 お 二人 は、 夫婦で はない 

の だそう で ござります」 

「夫婦で はない …… 」 

「はい、 親戚 同士と か、 いとこ 同士と か 申す ので。 そ 

れに はいろ いろ の 縁が 絡ん でい ると いうので) y ざ いま 

すよ。 女のお 方 は 伊勢の 亀 山に お 実家が おありな さる 



とやら。 どうも、 ただの 色恋ば かりで はない らし ゆう 

ございます」 

竜 之 助が 食事 を 終っても、 女中 は 調子に乗って 話し 

込んで しまいます。 

「その 遺書の 中には、 男の 方のお 妹さんが 都の 島 原へ 

お 売られな す つたと やら。 御 承知 でも ございましよう、 

島 原 は 色町で.》 ，- ざり まする」 

「うむ」 

「それ をたい そう 悲しんで、 家の つぶれた の は 不運と 

あきら ふびん こまごま 

諦め もす るが、 妹の 身が 不憫 じ やと、 それ を 細々 と 書 

「-- 

いてお 詫びに 致して ありまし たそうな」 



「うむ」 

「お 家 は 相当の 大家な そうに ござります けれど、 盗賊 

に 入られました のが 不運の もとで …… お 武家 様、 この 

ごろ、 都の 盗賊と 申しましたなら それ は それ は 怖ろ し 

いこと で、 御用 心なされ ぬと いけ ませぬ」 

「盗賊が I— 」 

「左様で ござります、 なんにしても 乱世で ござります 

おおげさ かサゃ おお づち 

から、 盗賊 も 大袈裟で、 掛 矢の 大槌を 以て 戸 を 表から 

押 破って 乱入 致し、 軍用金 を 出せ、 軍用金 を 出せと 嚇 

します とやら」 

「うむ」 



関東の 武士 も 今 は 怖る ると ころ はない、 ただ 新徴 組の 

しつぼく くにざむらい 

一 手と —— それに 東北の 質樸な 国 侍 に 歯 ごた えが あ 

る。 

その 新徴 組の 中で、 最も 怖れら るる 近 藤 勇、 土方 歳 

三ら は、 もと 徳 川の 譜 ぬで もなん でもない。 六十余州 

の 兵に 当る と 昔から 謳われた 東国 純粋の 風土の 鍛鍊を 

生れな がらに 受けた のみで、 持って 生れた 剛胆の 気象 

と、 学び 得た 剣道の 精妙が、 成敗 をよ そに 見て、 志士 

の 仮面 を かぶった 無&漢 退治に 当ろうと いうので あり 
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おりから 関東 武士の 面目と いう もの は、 旗本の 間に 



士に はどう も 油断が ならな か つ た。 

自ら 経験の ある もので なければ わからない。 竜 之 助 

の 如き 者から 見れば 直ぐ 知れる こと だが、 この 武士 は、 

好意で 自分の 道連れに なった もので ない、 手っ取り早 

く 言えば、 自分 を 斬りに 来た ものである 近寄る 時 

に、 その 人の 心 持 次第で 和気 も 受ければ 殺気 も 受ける。 

「いずれから おいでで ござるな」 

壮士 は 問い かけた。 

「関東より」 

「関東 …… 関東 はいずれの 御 藩で ござるな」 

「浪人 者で) J ざる」 



「して、 いずれの 藩の 御 浪人」 

「生れつ いての 浪人で ござる」 

「生れつ いての 浪人 —— 」 

壮士 は、 鼻の 先に 少しく 冷笑 を 浮べて、 

「武芸 修行で ござる かの」 

「左様で) /ざる」 

そうじゅ つ 

「武芸 は 剣道 か、 槍術 か …… ただし は」 

「剣道で ござる」 

きわ 

「剣道 は 何の 流儀 を 究めな さるな」 

壮士 は 突 込んで 竜 之 助に 問い かける ので、 竜 之 助 は 

これ をうる さがります。 



「後日の ために，. 一札 を 立て 置きたい、 筆 はない か」 

竜 之 助 は 黙って、 矢 立 を 出して 壮士に 授けます。 筆 

さき 

の 尖 を 口で 嚙ん で、 壮士 は 紙に 大きく 書き出し たの は、 

仲裁 無用 

果し 合い 

味な こと を やる。 

なんにしても、 ここ は 往還に 近い。 刃の 音 

を 聞いて 龃 けつけ る 者の なかには、 よけいな お 

節介が 飛び出さん とも 限らぬ、 この 札 を 立てて、 

あらかじめ 予防線 を 引いて、 一方が 一方 を片附 



ける か、 双方と もに 仆れ るかまで、 無名の 師を 

やり 通そうと いう 準備であろう。 とにかく 物慣 

れた 仕業で ある。 

竜 之 助 は 冷然と して、 その 書き終る を 見て い 

ると、 壮士 は その 紙 を 持って 前後 を 見廻した が、 

傍に 大きな 松の 樹が ある、 小柄 を 抜いて その 

すみ こくめい まつやに 

一端 を 突き さして、 あとの 隅 を 克明に 松脂で 押 

える 

「いざ、 お 仕度 召されい」 

「6 得て 候 _ 

さげお たす き 

壮士 は、 刀の 下 緖を襻 にす る。 竜 之 助 は 笠 



敵の 陣形 をく ずして みたり、 1 か 八 かの 初 太刀 

を 入れて みる。 当れば 血 を 吸い 骨を啖 うこと を 

好む 刃と 刃と では、 そうはい かない。 

しさ 

壮士 は 上段の 刀 を 振り かぶった なりで、 頻リ 

に 気合と 恫喝と を 試みて 竜 之 助の 陣形 を 靦ぅ 

ている が、 その 静かなる こと 林の 如く、 冷やか 

なること 水の 如しです。 打ち込んだら、 こっち 

のど こかへ 来る。 それが どこへ 来る か、 さつば 

リ 見当が つかぬ、 浅く 来る か 深く 来る かさえ 見 

当が わからな いのです。 

時節 がら 人の 通りが 少ない といっても、 名に 



し 負う 京と 大阪と へ の 追分に 近いと ころ、 

「あれ、 喧嘩が あるそう な」 

「武家と 武家との 争闘 じ や」 

「おお、 抜きました ぜ」 

「抜いた、 抜いた」 

「長い 刀 やな」 

「あれ、 危ない」 

気の 弱い ものに は、 真剣勝負 は 見て いられな 

い、 袖で 面を蔽 うて 急いで 通り 去る のが 尋常 

の 人です。 怖い もの 見た さの 連中の み 遠巻きに 

して それ とても ft を 凝らして、 片足 は 逃げ 



きた ゆす 

れず、 来って 八 万 四千の 毛孔 を 揺って 行く とや 

疑う であろう。 

この 立 合 を ながめて いた ものの なかに、 一人 

の 物好きが あります。 最初 は 抜からぬ顔で 人の 

後ろに 立って いたが、 ジリ ジリと 一足 前へ、 二 

足 前へ、 余の 連中が 一寸 ニ寸と 後ろへ さがる 間 

に、 この 男の みは 知らず知らず 前へ 出て 行く の 

で、 水が 流れて 岩が おのずから 進む ように 見え 
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「仲裁 無用」 かの 松の 樹の貼 札の 下まで 来て 

突っ立って、 じっと この 果し 合い を 見て いる。 



に 見えない ほどず つ 竜 之 助の 太刀先が 進む。 進 

あ i. ^ら あせ 

み、 進む と、 壮士 は 脂汗 を タラ タラと、 再び 中 

段に して ジリ ジリと 退く。 その 退く こと 五分な 

れば、 竜 之 助の 進む こと も 五分、 一寸 なれば 一 

寸。 

こびん 

音 もな く 飛んだ 刀 は 壮士の 小鬢 を かすめて、 

再び 刃の 音の 立つ 時、 壮士 は 鳥の 如く 後ろへ 飛 

び 退る、 竜 之 助 は 透さず それ を 追い かける、 受 

けて、 また 後ろへ 飛ぶ 途端に、 無残 や 犬の 男 は、 

つ まず ど う 

石に 躓 い て 樘と横 ざまに 倒れる この 時 ま 

で 壮士 は 足駄 を 穿いて いた ものです。 倒れた も 



の を、 起し も 立てず 拝み 討ち —— 誰が 見ても、 

この 運命 はもう きまった、 倒れた のが 斬られる、 

倒れない のが 斬る (事実 は 必ずしもそう である 

まいが) —— その 決勝点で 邪魔が 入った という 

の は、 かの 棒 を 持って いた 変人が、 

「待った！」 

りゅうりゅうと 片手で 振った 樫の 棒に、 仲裁 

おきて 

無用の 定規 を 破らせた ことであります。 



き 

「やつ も、 千 葉の 高弟で 手 は 利いて いた はず だが」 

「佐々 木 も 速 見 も 聞 ゆる 使い手 じ や、 多勢で 不意 を や 

られて はた まるまい」 

こわれ 

「うむ —— そうすると 新 徴組は 瓦解た か」 

こわ こちら 

「壊れ はせ ぬ、 二つに 割れた。 最初、 江戸から 京都へ 

上った の は 総勢 二百 五十人、 それ は 大方、 今い う 清 川 

が 手で 江戸へ 帰って、 残る は 芹 沢と 近 藤 を 頭に 十四 人」 

「うむ、 僅か 十四 人 I 」 

「それが 中堅と なって、 新たに 新撰 組と いうの を 立て 

た、 もとの 新徴 組の 返り 新参 も ある、 諸国から 腕 節の 

利く 奴 も 集まる、 壬 生の 南部 屋敷に 本営 を 置いて、 芹 



紹介しょう」 

「よろしく 頼む」 

こんな 話 をして 酒 を 飲み 合い、 微醺 を 帯びて この 茶 

だいご からす 

屋を 出る と、 醍醐から 宇治の 方面へ 夕暮の 鴉が 飛ん 

で 行く。 

「それ はそうと 吉田 氏、 京都へ 入ったなら、 滅多に 刀 

は 抜かぬ がよ ぃぞ、 血の気の 多い のが ゥ ヨウ ョ いる、 

今の 壮士の ような 奴が」 

「あの 命知らずに は 驚いた」 

「しかし、 あんなの は 珍ら しい、 全くの 命知らず じ や- 

そうそう、 何と 言った かな、 あいつの 名前 は」 



わざと ゆっくり ゆっくり 歩いて います …… 朧月夜 も ふ 

うしみ つ 

けて 丑 三 過ぎで、 無論、 人の 通る こと は 宵から 数える 

た. V はばか 

ほどし かなかった のです から、 この 深夜に は 誰 憚る 

もの もない、 千金に も 替え 難き 都の 春の 夜 を 一 人 占め 

にして 歩いて いるよう な ものです。 

京都に 来ても 兵馬 は、 ヮ ザと 罪な き 人 を 斬ったり、 

暄嘩を 買って出た りする こと はしなかった。 暇が あれ 

ば、 壬 生 寺の 本堂に 籠ったり、 深夜、 物騒な 町 を 歩い 

て みるくら いのこと で、 いままで は 至って 無事でした。 

竜 之 助が 悠々 と、 途中で 道場 荒しな ど を やって、 日数 

を 多く かけて 京都まで 来る 間に、 兵馬 は新徴 組と 共に、 



うじ や」 

これ は 井村の 声で 二足 三 足、 兵馬の 方へ 近寄って 来 
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「や あ、 宇津木 君で はない か」 

「その 声 は 井村 氏 か」 

あ 

井村 は、 こんなと ころで 兵馬に 遭う こと を まことに 

意外と 思い、 同時に 不安が 湧いて 来る らしく、 

「どうして 今頃、 こんなと ころ を …… 貴殿に も 似合わ 

ない」 

「七条 へ 参っての 帰りが け、 つい 道に 迷うて」 

「ハ ハ、 なるほど、 この 道 は 貴公ら の 迷うべき 道 じ や。 



今の 島 原 は 全く 名残りに 過ぎない。 音に 聞く 都の 島 

原 を、 名に ゆかしき 朱 雀 野の ほとりに 訪ねて みても、 

ぼうぜんじしつ やなみ 

大抵の 人 は 茫然自失 する。 家並 は 古くて、 粗末で、 そ 

うして 道筋 は 狭くて 汚ない。 前 を 近在の 百姓が 車を曳 

いて 通り、 後ろ を 丹 波 鉄道が 煤煙 を 浴びせて 過ぐ る、 

その 間に やっと 滅び 行く 運命 を 死守して 半身不随の 身 

を 支えお ると いう 惨めな 有様であります。 

はいかいし にしよう てい はん ざん 

安永から 天明の 頃、 江戸の 俳諧師 一 一 鐘亭半 山なる も 

のの 書いた 「見た 京物 語」 に は、 

「島 原 はま はり 土塀に て 甚だ 淋し、 中の 町と 覚し 

き 所、 J 膳 飯の 看板 あり」 



とあって、 それより やや 降り、 

くるわ くるわ 

「島 原の 廓、 今は衰 へて、 曲 輪の 土塀な ど 傾き 倒れ、 

あげや まち ちまた 

揚屋 町の 外 は、 家 も 巷 も 甚だ 汚な し。 太夫の 顔色、 

万事 祇園に 劣れり」 

ば きん 

と は、 天 保の 馬 琴が 記した ものに ある。 

まして や、 それより また 小一 世紀 を隔 つる 大正の 今 

の 時、 問題の 土塀 もくずれ 果てて 跡 方 もな く、 小店に 
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は、 日々 に 空 家が 殖えて、 大店 は 日に日に 腐った まま 

ぬりごう し さ 

立ち枯れて、 人の 住ま なくなった 楼の塗 格子 や、 褪め 

のれん じょうもん あか 

果てた 水色の 暖簾に 染め出された 大きな 定紋が 垢づ 

ふぜ \» さ が おむろ 

いて ダラ リと 下った 風晴を 見る と、 「嵯峨 や 御室」 で 



光線のと り 具合 は 極めて 悪い。 しかしながら、 そこに 

そこ ぴか 

もこ こに も 底光りが ある、 低くて 暗 いのは 必ずしも 浅 

くて 安つ ぼい 意味で ない、 というよ うな 感じ も 幾分 か 

まごと ふすま 

出て 来て、 そうして おもむろに 間 毎の 襖 や 天井な ど 

について 説明 を 求めて みると、 前の 柳 北 時代の 柳 橋の 

老妓の ような のが (多分、 仲居の 功労 を 経た もので あ 

ろう) 別に 誇る ような 色 もな く、 新来の 田舎 客の ため 

によく 説明の 労 をと る。 

みす ま 

第一 を 「御簾の 間」 と 言い、 第二が 「奥 御簾の 間」、 

第三が 「扇の 間」 で、 畳数 二十 一畳、 天井に は 四十 四 

か も あおいまつり 

枚の 扇の 絵 を 散らし、 六 面の 襖の 四つ は 加 茂の 葵祭 



洩れない ところに きめて あつたの、 西郷 さんのお 相手 

げっしょう 

は 小 太夫と いって、 月 照 さんと 一 緒に 遊びに 来られて、 

あいかた はなぎり だ ゆう 

その 相 方 は 花 桐 太夫であった など、 和尚 もなかな か 罪 

を 造った もの だな と 思わせる 話まで も 聞かせて くれる。 

日本の 遊女 町と いう もの を、 社会 史上の 一 つの 現象 

と 見て、 この 後とう てい 復活の 望みの ない 日本 色里の 

総本家の 名残りの ために、 この 島 原の 如き も、 物好き 

すみ や わち がい 

な 国粋 (？) 保存 家が 出て、 右の 角屋、 或いは 輪 違 そ 

の 他の 一 部の 如きに 相当の 方法 を 講じて おかないと、 

やがて 社会 史の 一 角に、 多少の 参考 材料 を 失う かも 知 

れ ない。 それで、 右の 角屋の 如き も 二百 七十 年 以前、 



島 原始 まって (すなわち 寛 永 十八 年、 六条 から 今の 地 

に 移った 時) 以来の 建築であって、 そのほかに もこれ 

に 類す る ものが あると して みれば、 時代の 家屋の 建築 

上から も 一個の 参考 物で あると、 或る 意味から これ を 

ひやかし 

尊重す る 気にな つ て、 素 見に 来た 道楽者が 思わず 知ら 

ず 社会学 者と なり 考古学者 とな つ てし まいます。 

よし わら 

島 原が 秀吉 から 許された 天 正 十七 年 は、 江戸の 吉原 

が徳 川から 許された 元 和 三年より 三十 年の 昔になる。 

大阪の 新 町 も、 その 創立 を 元 和から 寛 永の 頃と すれば、 

いずれにしても 島 原より 弟で あり 妹で ある 勘定 にな 
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そうして、 柳 町から 六条へ 移リ、 「新 屋敷」 の 名が 

みす じ まち す ざく 

ニニ 筋 町」 となり、 三 転して 今の 朱 雀へ 移って、 「島 原」 

の 名 を 得た のが、 寛 永 十八 年と いう ことで。 

「去ん ぬる 頃より 一 つ 合せて、 七 条西朱 雀、 丹 波 街 

あまく さ いっき 

道の 北に 島 原と て、 肥 前 天草 一揆のと りこ もりし 島 

原の 城の 如く、 三方 はふ さがりて、 一 方に 口 ある 故 

に、 斯様に は 名け 侍り」 (浮世 物語) 

みやこめ いしょず え 

都 名所 図 絵に は、 

「また 寛 永 十八 年に 今の 朱 雀 野へ 移さる、 島 原と 号 

くる こと は、 その 昔、 肥 前の 島 原に 天草 四郎 とい ふ 

もの 一揆 を 起し 動乱に 及ぶ 時、 この 里 も 此処に 移さ 



寄せる ところに 困って、 みすみす 人の 遊び ものに なリ 

かに ぎょうそう 

蟹 も 平氏 を 名乗って 無念の 形相 をす る 海辺に、 浮か 

ながと あか ま せ き 

れ 浮かれて 身 を 売った。 長 門の 赤間ケ 関、 播州の 室津 

など は それで ある。 ことに 室 津は都 近い 船 着きで あつ 

たから、 遊里の 体裁 をな すまでに 繁昌した ものと 見え 

ま ^9 

官許 遊廓の 根源 こそ はこの 島 原。 島 原の 歴史に もま 

た 相当の 盛衰 栄枯が あって、 三 筋 町 七 人 衆の 時代、 す 

なわち 灰 屋三郎 兵衛に 身受け された 二 代目芳 野の 頃 を 

ぎおん 

全盛の 時と すれば、 祇園の 頭 を 持ち上げた 時が、 よう 

よう 島 原の 押されて 行く 時であろう。 



る もの かいな、 出直して おいでな され」 

引 込んで しまおう とする の を、 七兵衛 は、 

「あ、 もし、 太夫 様に お 眼に かかれぬならば、 あの、 

お 松と 申す 女の子が、 このお 家に 御 厄介に なって おり 

まする とやら」 

「お 松 I J 

「はい、 このごろ 関東から 上りました 女の子」 

「おお、 そんな こと も」 

女 は 様子 ありげ な 七 兵衛の 風情 を 見比べて、 なんと 

思った か、 急に 打消して、 

「そんなお 方 も 存じ ませぬ わい な」 



「でございますから、 肩 ひじの、 こんなに 張った、 腕つ 

節の、 こんなに 太い、 豪傑 揃いで ございます。 わし ど 

ご ひいき 

もも、 その 浪人 衆の 御！ 5 厦を 受けて いるので ござ いま 

すよ」 

「で、 その 頭 は 何とい う 方です かね」 

「お 頭 は 芹 沢 様に、 近 藤 様」 

「芹 沢 様に 近 藤 様 …… お 大名です かね」 

「なに、 お 大名で も 旗本で もありません、 どちらも 浪 

人 衆で」 

「お 名前 は、 何と おっしゃる」 

「芹 沢 様の 方が 鴨」 



だから、 捉 まらね え や。 俺 はこう やって 見て えて、 魚 

が 向う から 来る 鼻つ ばし を摑 むから 逃がしつ こなし」 

ひのきで つぼう 

一夜に 四十 里 五十里 を 普通に 歩いて、 檜 鉄砲 (檜 張 

りの 笠) を 胸に 当てて 歩いても それが 下へ は 落ちな 

かった という こと は、 土地の人が 誰も 言う。 

青梅の 町の 坂 下と いうと ころに、 近い 頃まで 「七 兵 

衛 地蔵」 というの があった、 それ は 七 兵衛が 盗んで 来 

た 金 を、 夜な夜な そこへ 埋めて おいた。 七 兵衛が 斬ら 

れて 後、 掘り出された。 その あとへ 石のお 地蔵 様 を 立 

てて 「七 兵衛 地蔵」 と名づ けられる。 

この 地蔵 は、 最初 は、 足腰の 病に よく 信心が 利く と 



七 兵 衛は影 を 見せない。 

出口の 柳まで、 日に 幾度 も 出て 見た。 家の 前です る 

足音 は、 みな、 七兵衛 ではない かと 思って 龃け 出して 

見た けれども、 あれ も、 これ も、 その 人ではなかった。 

今夜 寝て 起きれば、 明日 は 三日 目。 明日 こそお 松 は、 

ここ を つれられて 帰る 約束の 日 …… いろいろと 想像し 

て その 夜 は 眠れずに 待って いる。 

うし こく ゆ すえ こ かた 

もう 丑の刻、 あんまり 行く末 来し方の ことが 思われ 

て、 七 兵衛待 遠し さに 眠れない ので、 お 松 は、 かねて 

ひきおび まじない 

朋輩 衆から 聞い た 引 帯の 禁 厭の" J と を 思い出した。 そ 

れは、 夜の 丑の刻、 屋根の 上の 火の見へ 上って、 待つ 



何と 言われても 腹の 立つ こと はないで はない か。 拙者 

も 君の 言うた ことにつ き 合うて 用 もない この 座敷へ わ 

ざ わざ 出て 来たの だから、 君 も 拙者の 問い に 答え て も 

らいたい、 相 見 互い じ や」 

「粕 理窟 を 言う 場合で ない ぞ、 一 一言と 盗賊 呼ばわり を 

なさば、 それ こそ 容赦 はない。 そのほかに 聞きたい と 

ま！？ だ」 

「うむ、 右の 菱屋の II 待て、 盗賊の 件で はない、 菱 

ゆくえ 

屋太 兵衛の 女房お 梅と 申す ものの 行方 を、 もしゃ 君が 

知って はおらん か」 

「菱屋 の 女房が どうしたと？」 



そうとして いるら しいが、 不安の 念 は 言 葉づ かいの 乱 

れゅ くので わかる のです。 

「なら、 君 は、 そのこと について 一切 知らん のか」 

「無論 じ や」 

ご-つじよ-つ 

「そう 君が 強情 を 張るならば、 こっちに も 覚悟が あ 

るぞ」 

「覚捂 と は 何 だ」 

「君の その 手の 傷に 物 を 言わせる」 

「ナ 二！」 

「その 傷 を 発いたら 口が あく はず じ や、 それが いやな 

ひとこと ありか 

らば、 ただ 一言、 太兵衛 女房の 在所 を 知らせて くれ、 



兵馬 は 一 ^として 溝 部に 宣告 を 下す。 溝 部 は その後、 

井村の 紹介で 入った の だから、 菱屋の 一 件に は 何の 関 

係 もない、 そうして 兵馬の 剣道に は 怖れ をな している _ 

行きが かり 上、 井村に 加勢 をしょう としてみ たが、 む 

ざ む ざ 命 を 投げ出す は あまり に 張 合 いのない 心地が す 

る。 

「うむ ••：： 」 

煮え 切ら ない 含み声で、 気 を 折ら れ た 様子が 見える _ 

「よし、 君 は そこにいて、 拙者と 井村との 勝負 を 見 届 

けて おいて くれ 給え」 

マ j う 言われ て、 溝 部 はいよ いよ 行 詰ま つたら しく、 



してお いて 井村 は、 刀 を 抜き かけて 来る かと 思う と 

一 散に 逃げ出して しまいました。 

ま. う 

兵馬 は、 井村 を 取 逃がし、 組みつ いた 溝 部 を 抛り 出 

して、 ひとり 角屋を 出て 来た。 その 道々 思うよう、 

「自分 は、 新撰 組 を 出よう。 もとより 自分の 目的 は、 

新撰 組に 加盟す る ことではなかった、 ただ、 兄の 仇 を 

討たん がた め、 近 藤、 土方ら 先輩の 力 を 頼りに、 つい 

ついその 組の 一人と はなった が、 どうも 久しく 足を留 

むべ きと ころで はない よう だ」 



ま 

「お 地蔵 様 をお 彫りな さると 言った あの 石 かい」 

「そうだ、 そうだ」 

ほりもの 

「方丈 様、 お前 は 絵 も かけば 字 も 書く、 彫物なん ぞも 

なさる だね」 

こめつ 

「ああ、 何でも やる よ、 畑つ くリ でも 米搗きで も 一人 

前 は 楽に やる よ」 

「感心な ものだね」 

「生意気な こと を 言うな。 それ はそうと 与 八、 遊びに 

だんか ぼたもち まんじゅう 

来い、 檀家から 貰った 牡丹餅 や 饅頭が ゥン とあって 

本尊 様と 俺と では とても 食い きれね え、 お前に 好きな 

ほど 食わして やる I 



ころまで だ」 

「そうか、 お前の 覚え込みの 悪い のに は 閉口 だが、 覚 

え 込む と 忘れない だけが 感心 だ」 

海 蔵 寺の 東 妙と いう 坊さん は、 気の 軽い、 仕事の ま 

めな 方丈 様で、 与 八と は大の 仲よ しです。 

「与 八、 弾 正殿の 三年 忌になる で、 早い もの だな あ」 

おおせ，. P せ、，' た 

「そうだな あ、 大 先生が 死んで から、 もう 三年 も 経つ 

かな あ」 

こがたき 

「わし も、 碁 敵が 一人 減って 淋しい や、 しかし まあ 仕 

方が ねえ。 時に、 あの 悴殿 にも 困った もの だて」 

「若 先生 か」 



れ我々 凡夫 は、 ちょっとし たこと にも 悲しい の、 嬉し 

しゅじょう 

いの、 すぐ 安つ ぼい 涙 じ やが、 この 無 仏 世界の 衆生 の 

罪障 を，、 - J らんに な る大 菩薩 の 御 涙と いう もの は、 どの 

くらいの もの か 測り 知れた もので ない。 南無 延命 地蔵 

大 菩薩、 おん、 かか か、 びさん まえい、 そわ か」 

「そういえば、 そうだな あ。 俺ら は 一人の 子供の 身の 

上で も 心配す ると 泣き 切れね え ことがある、 お 地蔵 様 

が y J の 世間 を ごらんに な つたら、 さぞ 辛 いこと だんべ 

え」 

「そうだ、 そうだ、 それから 次 を 唱えて 聞かす ぞ 」 

しょさ 

かの みどり 子の 所作と して、 



する もの、 芸子へ かじりついて 騒がす もの。 

いっちょう 

「おい、 庭で 一丁」 

そ-つじ こう 

新撰 組の 沖 田 総 司 は、 力自慢が 嵩 じて 相撲 を 一 人 

ひっぱり 出し、 庭へ 下りて 四股 を 踏む。 

「沖 田 川、 しっか リ！」 

席 は 混乱して、 みな 縁先へ 集まる。 

芹 沢 鴨 は、 それに は 眼 も くれず、 

「お前 は 美い 女 じ や、 ここへ 坐れ」 

目 を 細く して、 前へ 来たお 松の 面 を 見る。 

「御免 あそばせ」 

お 松は盃 をいた だいて 下に 置く と、 



「貴様 も 水 戸 生れ か」 

「生れ は 違います が、 畏れながら 烈公 様に、 一方なら 

ご ひいき 

ぬ 御！ 5 属を 受けて おります るから に、 水 戸と 承 われば 

お しゅすじ 

どうやら 御主 筋の ような 気が 致します るで」 

「なるほど、 貴様 は烈 公の 御機嫌 伺いに 出かける そう 

な、 ちっと は 儲かる か」 

「儲かる と 言わん すの は …… 」 

小 野 川 はムッ とする。 

けち かちゅう 

「うむ、 水 戸 はいった ぃ吝 なと ころ じ や、 家中 を 廻り 

しゅうぎ 

歩いても トンと 祝儀が 出まい」 

「芹 沢 先生、 ちっと 話が 違います」 



ない」 

「 」 

「始終、 君 をつ け覘 つてい る、 兵馬 一人 ある 以上 は、 

君の 身 は 危ない」 

「今、 どこに いる」 

「つい、 この 近いと ころに いる」 

ど つ かんせ い ささやき まぎ 

広間の 方で 哄と喊 声が 起る。 ここで 二人の 私 話は紛 

れて 聞えなかった が、 暫くして、 

「よし、 やがて 合図 をす る、 相手が 相手 だからず いぶ 

ん 抜からず」 

芹 沢 はこう 言つ て *c を 立とうと する らしい。 



「と は 言え、 この 女、 油断が ならぬ」 

「お斬り 捨てなさい」 

こともなげに 隣室から 走る 一 語、 お 松の 骨 を 刺す 冷 

たさが ある。 

しろもの 

「斬り 捨てる ほどの 代物で もない」 

r 然 らば 拙者が 預かろう、 貴殿 は 早く 同志 を 沙汰して、 

ずいぶん 抜かりの ないように。 なんにしても 相手が 相 

手 だ」 

「では、 この 女、 しばし 君に 預ける」 

「いかにも、 預かり 申す」 

「大事に 扱え、 これ は ソノ、 御 雪が 妹分 じ や、 無茶な 



うと、 その 合図が 整うて、 ここに 来合わせ たもの。 机 

あんどん ほかげ あおじろ おもて 

竜 之 助 は、 薄暗い 行燈の 火影 を 斜めに 蒼白い 面に 浴 

こざかな 

びて、 小 肴 を 前に チビ リ チビ リと酒 を 飲んで います。 

お 松 を 前に 置いて、 縛る でもなければ 嚇す でもな く、 

じょ-つ だん 

さりと て 冗談 を 一 つ 言う でもな く、 竜 之 助 は チビ リ 

チビ リと酒 を 飲んで いる。 時々 酒の 手 を 休めて は、 眼 

をつ ぶって じつ と 物 を 考え込む。 

「う— む」 

といき ちょく 

考え込む と、 深い 吐息で、 手に 持つ 猪口が フ ラフラ 

と 傾いて 酒が こぼれそう になる。 気がついて グッと 呑 

よてき 

んで、 余滴 をたら たらと 水の 上に 落して、 それ を 見る 



「女の 姿が —— 」 

「女の 姿が？」 

竜 之 助 は、 左の 手 を 差 置いた 刀に かけて、 室の 中 を 

見廻す。 切れの 長い 目 は 颯と 冴え返る。 

お 松 は 知らず知らず 竜 之 助の 膝に 身 を 寄せて いた。 

「ヽ ヽヽ I 

-ノ ノノ」 

竜 之 助の 笑って 打消す 声 は、 かえって もの すさまじ 

さ を 加える。 

「なに をば かげた」 

お 松 は、 竜 之 助の 傍 を 離れ 得ない。 竜 之 助の 傍 を 離 

れられ ない くらいに 怖ろ しい もの を 見た。 



を 焚いて 歌 をお 書きに なって、 懐剣で ここ を …… 」 

お 松 は、 自分で 自分の 咽喉 を 指さして 戦慄す る。 

「ふ— む、 そんな 由緒の ある 部屋 か」 

「で) J ざいます から、 怖ろ しゅう) J ざいます」 

「怖ろ しい こと はない」 

竜 之 助 は、 また 首 垂れて 酒 を 飲み 出す。 怖ろ しさ か 

ら 傍へ 寄った お 松の 化粧の 香りが 紛 として その 酒の 中 

に 散る。 竜 之 助 は 我知らず 面 を 上げる と、 やや あちら 

向きに なって いたお 松の、 首筋から 頰へ かけて 肉附ょ 

く 真白な のに、 血の 色と 紅の 色と が 通って、 それに 髪 

の 毛が ほ つれて 軽く 揺いで いる。 



まり 

その 風が しゅうし ゆうとして 梁 を 渡り、 或ると ころ 

すす リなき 

まで 来て ハタと 止まる と、 いかにも 悲しい 歐欷の 声 

vr Mb , 、o 

力ぎ く 

誰も、 そんな もの を 聞いた もの もない くせに、 そん 

な 噂 をす る 者 は ある、 ホン トに それ を 聞いた 人 は、 命 

を 取られる の だとい う。 お 松 は 今 それ を 聞いた —— と 

自分で はそう 信じて しま つたら しいので す。 

おのの 

竜 之 助 は 手が 戦 いて 猪口 を 取 落した。 

その 取 落した 猪口 を 拾い 取る と、 何と 思った か、 力 

たつみ はっし 

を 極めて、 それ を 室の 巽の 柱の 方向 をめ がけて 発 止 

なる たき 

と 投げつ ける。 猪口 は ガッチと 砕けて 夜の 3 虱に 鳴 滝の 



しぶきが 散る ようです。 

と 見れば、 竜 之 助の 眼の 色が 変って いる。 

竜 之 助の 眼の 色 は、 真珠 を 水に 沈めた ような 色です。 

水が 澄む 時 は 冴える、 水が 濁る 時 は 曇る。 冴える 時 も 

曇る 時 も 共に 沈んだ 光が あ つ た。 今 は その 光が 浮いて 

来た。 

猪口の 砕けて 飛んだ 室の 中 を、 ここと 目 当のな く 見 

廻した 時の 眼 は、 かの 音 無しの 構えに と つ て 意地悪く 

相手 を 見据えた 時の ような 落着きが 〔# 「落着きが」 は 

底本で は 「落書きが 匕 なく、 不安と、 そうして 散漫と が 

ようやく 行き渡る。 



魔物の ように 物 を 引く 力が ある。 夢で 怖い ものに 追わ 

れ たように、 逃げよう とすれば 足が すくむ。 

「う ー む」 

竜 之 助 は、 また 額 を 押えて 唸る、 そのうな り 声 を 聞 

くと 地獄の 底へ 引き込まれ そうです。 

「ああ -」 

竜 之 助 は、 そろそろと 面 を 上げて、 

「これこれ 女」 

思いの ほか 静かな 声で、 

「妙な 気持に なった、 お前に 少し 聞いても らいたい こ 

とが あるが な」 



「何で) J ざいましょう」 

「いや、 拙者 も 国 を 出てから 長い ことになるが、 思い 

出せば 子供が 一 人 ある」 

なんという 話頭の 変り 方であろう。 しかし その 言葉 

に は、 なんとも 言われぬ 痛々 しさが あります。 

「お子様が おありな さる …… 」 

「郁太郎と 名 をつ けて 男の児 じ や」 

「はい」 

「もし 縁が あって、 お前が その 男の児に めぐり 会うよ 

うな 折 も あらば、 剣術 を やるな と 父が 遺言した、 こう 

申し 伝えても らいたい」 



あいしょう 

帰り、 愛妾のお 梅 を 呼び寄せる。 お 梅と いうの は、 さ 

きごろ 町家の 女房 を 強奪して 来た それです。 

芹 沢と 一緒に 帰った の は、 その 腹心 平 間 重 助と 平 山 

芹 沢が 早く 席 を 切り上げて 帰った の も 珍ら しいが、 

今宵 は 非常に 機嫌が よくて、 お 梅 を 相手に 飲み 直して 

なじみ わち がい 

いると、 平 間 重 助 は その 馴染なる 輪 違の 糸 里と いう 遊 

ききょう や 

女、 平 山 五郎 は 桔梗 屋の 小栄 というの を つれ 込んで、 

この 三組の 男女 は、 誰 憚らぬ 酒興 中、 芹 沢 は 得意げ に 

一一 一一 n うこと に は、 

「いよいよ 拙者の 天下で ある、 明日に なって 見ろ、 わ 



かる ことがある」 

しき 

こう 言って、 芹 沢 はお 梅に 酌 を させて 頻りに 飲んだ。 

びようぶ 

芹 沢 はお 梅 を 抱いて 快く 眠った。 屛風を 立て 廻して 

同じ 広間の 中へ、 平 間と 糸 里、 平 山と 小 栄のニ 組 も、 

の きんきん 

床 を展べ させて 夢に 入る。 芹 沢が 欣々 としてい たの は 

近 藤 を 謀り 得た と 思った からです。 今宵の 宴会の 終り 

に 近 藤 勇 は、 その 馴染なる 木 津屋の 御 雪 を 呼ぶ か、 御 

おそ 

雪のと ころへ 行く か、 然ら ずば 晚く ， J の 屋敷 へ 帰る。 

すき やみう てくばり 

その 隙 を 見て 多勢で 暗 討ち。 人の 手配に 抜かりな く、 

て き 

ことに その 手利きの 一 人と して 机 竜 之 助 を 頼んで おい 

た。 明日に なれば、 首の ない 近 藤 勇の 死骸 を、 島 原 



「いや、 拙者 は 悪者で はない」 

「ど、 どうぞ、 お助け、 悴が 急病で お 医者 様へ 参る の 

で) ，- ざり ます」 

「これ、 思い違い を 致すな」 

「持ち合せ は、 これ だけ、 これ を 差 上げます る、 命ば 

かり は、 命ば かり は」 

しま 

縞の 財布 を 懐ろ から 出して、 竜 之 助の 前に 置く や、 

いざ さが たんぼ 

後ろへ 蹵 るよう に 退る と、 土手から 田圃へ 転げ落ちる 

い ちもくさん 

転げ落ちる と共に 田圃 中 を 一 目 散に 逃げ出した。 

そそ つ 

「思い違いをし たと 見える、 粗忽 かしい 奴 だ」 

竜 之 助 は 苦笑い をして、 そこに 投げ出され てあつた 



が 重い < を 斬る こと をなん とも 思わぬ 竜 之 助が、 

くもん な ぜ 

人の金 銭 をと つたこと に 苦悶す る は 何故であろう。 わ 

けの わからない 話で あるが、 竜 之 助 は、 この こと を 苦 

にす る。 

大和 国 八 木の 宿。 

東 は 桜 井より 初 瀬に いたる 街道、 南 は 岡 寺、 高 取、 

たいま 

吉野 等への 道す じ、 西 は 高 田より 竹の 内、 当 麻への 街 

たわら もと こおりや ま 

道、 北 は 田 原本より 奈良郡 山へ、 四方 十字の 要路で、 

町の 真中に 札の 辻が ある。 

竜 之 助 は 西から 来て、 この 札の 辻の 前へ 立った I 

かたわら あた リ 

この 札の 辻の 傍 に は 大きな 井戸が あって、 四方に は 



「天忠 組」 とのみ 署名して あります。 竜 之 助 は それ を 

読む に は 読んだ が 腹が すいています。 当時の 志士の 血 

を 湧かした 尊王と か 攘夷と かいう こと は あまり 竜 之 助 

に は 響かない。 この 時 は、 また 例の 事を好む 壮士 ども 

が 、^戯 をした とぐらい に 考えて、 それより は 腹の 減つ 

いちじる 

たこと が、 著 しく こたえて きます。 

ど こぞで 飯 を 食おう。 しかし 懐中が 甚だ 淋しい —— 

立派な 飯屋へ は 入れない。 何 か 食わねば ならん。 町 を 

少し 行く と 饅頭 屋。 黒 崎と いうと ころから 出た 名代の 

めおとまん じゅう うま 

女 夫 饅頭、 「黒 崎と いへ ども 白き 肌と 肌、 合せて 味い 女 

夫まん ぢ ゆう」 と 狂歌が 看板に 書いて 出して ある、 こ 



「亭主、 まことに 相 済まん が」 

竜 之 助 は 財布 を 逆さに して、 

「持ち合せが、 これ だけし かない、 百 二十 文 —— 」 

「何で > ざいます と」 

饅頭 屋の 亭主 は、 少しく 眼の 色 を 変える。 

じょさい わ 

竜 之 助が、 もう 少し 如才なく 詫び をしたら、 或いは 

それで 負けて もらえた かも 知れぬ、 また この 店の 亭主 

がまん 

が、 もう 少し 情け を 知った 人なら ば、 それで 我慢した 

かも 知れぬ、 しかしながら、 竜 之 助 は 誰に 向っても す 

るよう に、 ない 袖 は 振れぬ、 ない もの は 払えぬ という 

のが 不貞く されの ように も 取れば 取れる ので、 勘定高 



なま くら 

三十 文の 抵当に 刀 一本。 たとえ どんな 鈍刀に しろ 引 

合わぬ という こと はない。 亭主の 機嫌が 少し 直り、 

「どうも、 町人に は 不似合いな もので ございま すが、 

では、 一 時 それ をお 預かり 申して おきましょう」 

竜 之 助 は、 その 刀 を そこに 置いて、 財布 も 小銭 も 置 

き 放し、 笠 一 つ を 持って、 ふいと この 店 を 出て しまい 

ま ^9 

「いや どうも、 このごろ は 悪い 奴が 近辺へ 入り込む の 

てきび 

で。 なに、 わずか 三十 文のと ころ を 手厳しく 言う でも 

まんじゅう や 

ない が、 いくら 饅頭 屋 だからと いうて、 甘く ばかり 見 

せて おられぬ わい」 



七 兵衛は 思う、 備前物 や 相 州 物の 類 であらば、 この 

辺 を 通る 人で も 差して 歩く に 不思議 はない が、 あまり 

知られて いない 武 蔵太郎 あたり を、 この辺で 差して 歩 

く 人が あつたと は 思いがけない。 

「親方、 この 刀 を 差して いた 人と いうの は、 どんな 風 

をした 人だった かね」 

ならずもの ばくちうち にんてい 

「左様で ございます、 破落戸 か、 賭博 打の ような 人体 

でも ぁリ、 口の 利き 方 はお 武家で ございました、 大方、 

浪人の 食 詰め 者で ) J ざいましょう」 

七兵衛 は、 さっきから 思い当る ことがあ るから、 刀 

を 見つめながら 主人に 問う、 



+J わ 

七 兵衛は 忙しく 懐中へ 手 を 入れて、 

「親方、 いくらになる」 

「お客様、 その 刀 もお 買い 下さいます か」 

「買おう、 売っても らいましょう」 

「饅頭の 方が 八十 文いた だきます、 刀 はちと 価が 張り 

ます」 

「いくらで 売る」 

「はい、 五両、 ちとお 高う ございま すが、 仕込みが 安 

くご ざいません から、 へえ」 

ほう 

七兵衛 は、 黙って 五両と 一分 を そこへ 抛り 出して、 

その 刀 を 抱えて この 店 を 飛び出しました。 



おれの 今日の 運命 は 自ら 求めた もので、 おれ は 落魄れ 

さま ま 

て も 気儘の 道 を 歩いて いるの だ、 まだ 神仏に おすがり 

申して 後生 願うよう な 心 は 起さぬ。 竜 之 助の 心に は、 

充分の 我慢が 根 を 張って いる けれども、 差 向き 今の 身 

に 宿 を 貸して くれる ところ は、 神社仏閣の 廂の 下の 

ほかに はありそう もない。 それで、 いま 通りかかる 巡 

礼に 長 谷の 観音の 籠 堂 を 聞いて みたので あります。 

い す も 

夕 暮の色 は、 奥の院から 下りて 来る。 黒 崎、 出 雲 村 

はっせまい 

の 方 は 夕 煙が 霞の ようになって、 宿に 迷う 初 瀬 詣リの 

笠が、 水の 中の 海月の ように 浮動す る。 聞かで ただ あ 

、リ あ-' 

らまし もの を 今日の 日 も、 初 瀬の 寺の 入相の鐘 は、 今 
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